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平成２６年度台湾青森りんご友の会情報交換会概要 

（青森県台湾向け青森りんごレベルアップ事業） 

 

１ 日 時 平成２６年１０月６日（月）午後３時～午後５時２0 分 

２ 場 所 ホテルニューキャッスル 3 階麗峰の間（弘前市上鞘師町２４－１） 

３ 出席者 台湾側：１０社、１３名、日本側：６７名、合計８０名 

  （出席者名簿：別紙） 

４ 内容（座長：青森県りんご輸出協会丹代専務、通訳：運盈商事鈴木社長） 

（１）あいさつ 

①一般社団法人青森県りんご輸出協会 理事長 太田一民 

 
本日は、ご多忙の中、台湾で青森りんごを取引いただいている台湾北部地域の

台湾青森りんご友の会の代表にご出席いただき、心より厚くお礼申し上げます。 

さて、世界中のりんご産地で完熟りんごを生産できるのは青森県だけです。他

国のりんごは未熟果で本物のりんごとは言えません。本物のりんごはふじ発祥の

地青森県だけです。美食の国台湾、台湾国民ほど青森りんごのおいしさを理解で

きる国はありません。本年の青森りんごは天候に恵まれ、近年まれに見る優秀な

りんごが生産され、皆さんの希望に沿える良品りんごが大量に生産されました。

私たちを悩ませた諸問題を解消し輸出を拡大する千載一遇のチャンスです。台湾

がＷＴＯに加盟してから最大の輸出量は２万４千トンでしたが、本年はそれを上

回る２万５千トン以上、３万トンは出荷できると確信しています。皆様方のご協

力をよろしくお願いいたします。 

本日は、参加者の皆様に産地の状況をご覧いただいた上で、今後の青森りんご

輸出促進に当たっての忌憚のない積極的な意見交換をいただき、本日の情報交換

会を有意義なものとして参りたいと思いますので、最後までご協力くださるよう

お願いして、開会のご挨拶といたします。 
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②青森県知事 三村申吾 

 
一昨年台中でお会いして以来ですが、皆さんお元気そうで何よりです。今日は

全身トキ トキ トキで参りました。トキを試食していただいたと思いますが、

あまりのおいしさにビックリされたことでしょう。円安の今年こそ皆さんが儲け

て貰わないと困ります。物事は出だしが肝心。トキでグッドジョブ・グッドビジ

ネスとしてほしい。トキの次はふじが待っています。今年は天気に恵まれて美味

しく仕上がりました。私も１２月になったら台湾に出向いて責任をもって販売促

進に努めて参ります。生産者の代表も台湾に連れて行きます。台湾向け輸出量を

増やすためにどうすればよいかを教えていただきたい。りんごの会の皆さんのビ

ジネスを良い方向に持っていくために、私や太田さんや生産者の皆さんが必ず良

い方向にもって行くようにしたい。 

今日はおいでいただいて本当にありがとうございました。 

 

③全青股份有限公司総経理 陳 清福 

台湾側を代表してご挨拶申し上げます。こんにちは。 

本日知事が言っていた輸入量増加は私も機会があると思っています。 

日本産が輸入拡大する根拠として５点挙げられる。それは、①台湾人はみんな日

本人に友好的である。②円安で日本からの輸出が有利。③日本が豊作で台湾の需

要が伸びる。④気候が良く品質の良いりんごが出来た。⑤今年の旧正月は２月１

８日で販売期間が長い。一方問題点もある。それは①北半球のりんごが全て豊作。

②競合する韓国のなしがここ５年間で最も安い。③台湾の消費者は円安を皆知っ

ているので、今年は日本りんごが安くなると思っている。④関税が高い。ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞは自由貿易協定で関税が撤廃された。このように有利な条件を活かしながら、

問題点を克服して台湾で販売してほしい。 
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（２）2014 年産りんごの生産状況と台湾への輸出について 

  生産状況については、青森県産業技術センターりんご研究所長内所長から、台

湾への輸出については、青森県国際経済課小山課長から、さらに台湾宣伝事業に

ついて青森県りんご対策協議会高澤事務局長から資料に沿って説明がなされた。 

（別紙資料参照） 

  なお、りんご対策協議会の説明の中で、本年台湾で使用する販促グッズに関し

て意見聴取が行われた。 

 

 

（３）情報交換(座長：青森県りんご輸出協会丹代専務) 

【台湾の状況等について（話題提供）】 

＜馥農企業(股)公司 李 高林＞ 

 

・今回の産地見学･情報交換会を通じて今年の青森りんごの生産状況が良くわかりま

した。 



4 

 

・皆さんご承知のように青森りんごの９５％は台湾向けになっています。しかし、

２０１１年から台湾向け輸出量が減少しています。 

・毎年台湾での活発な宣伝活動は、台湾の関係者も良く承知しています。知事がマ

ラソンで走りながら宣伝していることも含めてです。 

・りんご研究所・りんご生産者の園地見学で、青森りんごが細心の注意を持って生

産されていることが見て取れました。私は青森に来るまでりんごのつる回しを見

たことも考えたこともなかった。葉取りもそうです。りんごを美味しく綺麗にす

るために、ここまでの作業をしているとは想像できなかった。今回参加して大変

良かったと思っています。 

・今年は生産量が多い年です。台湾の消費者にとっては本当に良い年になりそうで

す。手頃な価格の青森りんごを多く買いたいと思います。日本の生産者側と台湾

の関係者が協力して取組みたいと考えています。 

 

＜台灣瓦克國際(股)公司 李 昭志＞ 

 

・台湾の市場状況をお知らせします。台湾のりんごの輸入先は南半球のﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ、

チリ、南アフリカの３カ国だが、販売時期は北半球と違って夏場が中心になりま

す。日本のりんごの競争相手は韓国とアメリカです。 

・韓国のりんごは、台湾の消費者はあまりほしがりません。なぜかというと台湾人

は反韓感情があるからです。品種は有袋ふじばかりです。サンふじは着色が悪く

植物検疫も害虫の発生が多く旨くいかないからです。 

・アメリカのりんごは、１２年前からワシントン州から有袋ふじが輸入されていま

す。外観も綺麗で味も美味しいと感じました。でも大規模栽培が中心のアメリカ

では手のかかる有袋栽培はあまり手を出そうとしません。今は有袋栽培をやめて、

１００％サンふじになりました。 

・青森りんごは台湾の皆さんに愛されています。なぜかと言うと台湾人は親日で、

台湾人の頭の中にはメイドインジャパンは高級品だということが深く入っていま

す。品質が良ければ価格が若干高くても良いと考えています。 

・しかし、ここ１０年間青森りんごの品質は落ちていると感じています。特に有袋

ふじは形･着色の悪いものが増えている。人手不足と高齢化で簡単ではないと思う
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が、この問題の解決は重要な課題だと思う。 

・青森りんごの品質を保っていかないと、アメリカりんごとの価格差を維持してい

くことが難しくなって、重大な危機を迎えることになると感じています。 

・あと、規格の統一について、消費者や卸売業者に青森産りんごの品質･安全につい

てわかり易く信頼の置けるものにするようお願いしたい。 

 

【総合討議】 

座長（丹代専務）：これから自由な意見交換を行いたい。 

 

＜宏興水果行＞ 

・りんご対策協議会で提案のあった販促グッズのうち、前掛けのポケットが小さす

ぎる。なぜかと言うとポケットが小さいとそれだけお金が入らないから(笑い)。

ゼスプリの前掛けは３０万円ぐらい入る。ぜひ改良してほしい。 

・もうひとつ、販促資材については小さすぎる。もっと大きなものがほしい。ポッ

プとのぼりでは、ポップのほうが良い。 

→懇親会の時に再度相談したい。（高澤事務局長） 

 
 

＜全青股份有限公司総経理 陳 清福＞ 

・輸出数量を３万トンまで拡大するという計画があるが、青森のりんごの輸出時期

は１０月から３月までである。それ以降は台湾では気温が３０度を超えてしまう

ので、輸出の時間は限られている。この５ヶ月間で輸出をどのように伸ばすのか

考えてほしい。 

→青森には８月までりんごがある。一方台湾ではコールドチェーンが充実している。

青森りんごの取引期間をもっと長くしてほしい（太田理事長） 

 

＜輸出協会 佐々木榮一＞ 

・りんごの収穫時期を守っていけば、台湾に美味しいりんごを届けることが出来る。

県できちんと収穫時期を決めてほしいと思う。 

・先程台湾の業者の方から、葉摘みからつる回しまで丁寧な作業をしているといわ
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れ、良いところを見ていただいたと感謝している。青森のりんごは大変な手間隙

かけて作っている。 

 
 

＜りんご輸出組合 中村輝夫＞ 

・何年も台湾と取引しているが、必ず言われるのが誰よりも早くりんごがほしいと

いう言葉だ。早くほしがる理由はわかるが、これが色々な弊害を生んでいる。味

が悪い時期に出荷すること。最初に悪いりんごが入ると、今年の青森りんごはま

ずいと評価されてしまう。 

・弊害の２点目は産地市場で価格競争になって、台湾相場になってしまう。台湾側

も日本側もお互いに修正していかないと適正な価格になっていかないと感じてい

る。 

・３つ目の弊害は、早くりんごを持っていくとビターピットやヤケなどの障害を起

こしやすくなる。 

・以上のような弊害がここ何年も出ているので、お互いに何とか修正していきたい。 

 

→民主主義下での自由貿易が行われているので、輸出時期を規制することは難しい。

早く出荷する方も早くほしがる方もどっちもどっちだと思う。韓国では政府が出

荷時期を決めている。日本もそうした方法もあるのではないか。（ポミナ李） 

→業者同士で決めれる問題ではない。政府が決めるべきだ。台湾から日本に輸出し
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ているレイシは台湾が植物検疫解禁日を決めている。（全青陳） 

→商協連の台湾輸出の取り組みについて紹介する。商協連は個々の業者の集まりで、

全員が意思をすり合わせた販売は出来ない状況にある。しかし、３年前から輸出

部会を設け、品種の解禁日を守りながら味の良いりんごを輸出していくことに心

がけている。目先の利益を求める人は日本にも台湾にもいると思うけど利益には

大差はない。無理な注文を出さないで３万トンの目標を達成していきたい。 

 
 

＜りんごチャレンジャー大湯長＞ 

・今日の園地視察ではトキに皆さんの関心が向いていたようだ。黄色系の美味しい

りんごで、これから伸びていくりんごだと思っている。自分としては葉取らずの

サンふじを伸ばしていきたいと考えているが、台湾市場の評価はどうか。 

→台湾の消費者は昔は日本のりんごといえば世界一、むつ、有袋ふじの３種類だっ

たが、ＷＴＯに加盟してから王林、金星、サンふじが加わってきた。サンふじは

今では最も多い品種になっている。サンふじは台湾国産りんごでは蜜りんごとい

われて標高の高いところで栽培されている。サンふじでも着色･形がよく更に蜜の

入っているものであれば有袋ふじより価格が取れる可能性がある。（ワコー李） 

→台湾市場ではまだ日本の葉取らずりんごは評価されない。競合するアメリカ産は

全て葉取らずりんごと言えるので、それとの競争になる。（太田理事長） 
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５ 台湾青森りんご友の会認定証交付について 

台湾青森りんご友の会は、平成２４年１０月に創設されたが、今回新たに加わ

った７社に対して認定証を交付した。 

これまで認定している４７社と合わせると全体で５４社が会員となっている。 

認定証は懇親会の会場で太田理事長から７社の代表に交付された。 

 

 

６ 産地見学 

  情報交換会に先立って、台湾からの招待者を産地見学に案内した。 

  ① 弘果弘前中央青果市場見学 
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② 青森県りんご研究所見学 

  

 

③ 大湯りんご園（弘前市石川 青森県りんご輸出チャレンジャー） 

 

    

 ④ マルジンサンアップル選果場見学 
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⑤ 貞昌寺見学 
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出席者名簿台湾側  

番

号 

所   属 氏   名 

1 全青股份有限公司 陳 清福 

2 全青股份有限公司 黄 蕙晶 

3 全青股份有限公司 濱野 正雄 

4 台灣瓦克國際(股)公司 李 昭志 

5 日盈国際有限公司 黄 文博 

6 馥農企業(股)公司 李 高林 

7 馥農企業(股)公司 李 腕瑜 

8 明正水果行 許 傅明 

9 宏興水果行 劉 美珍 

10 傅青青水果行 傅 見人 

11 松源水果行 林 松源 

12 登建水果行 黄 登建 

13 和新生鮮有限公司 簫 慎弘 

14 (有)運盈商事 鈴木 明達 

 

日本側 

番号 所   属 氏   名 

 

1 

＜一般＞ 

青森県知事 

 

三村 申吾 

2 青森県国際経済課長 小山 宏 

3 青森県国際経済課総括主幹 長内 昌彦 

4 青森県国際経済課主幹 藤森 洋貴 

5 青森県りんご果樹課長 船木 一人 

6 青森県りんご果樹課主幹 佐藤 新吾 

7 青森県りんご研究所長 長内 敬明 

8 青森県りんご協会会長 福士 春男 

9 青森県りんご協会技師 奈良 正史 

10 青森県りんご協会技師 工藤 貴久 

11 青森県りんご対策協議会会長 阿保 直延 

12 青森県りんご対策協議会局長 高澤 至 

13 青森県りんご商協連会長 加川 雅人 

14 青森りんご輸出協同組合 中村 輝夫 

15 ㈱ＵＮＩＳ代表取締役 徐 正光 

16 錦橋貿易有限公司 許 睿夸 

17 ﾜﾝﾊｲﾗｲﾝｽﾞ (株)駐在代表 許 舜涵 

18 ワンハイラインズ(株)副課長 鈴木 芳朗 

19 ワンハイラインズ(株) 宮野谷 早俊 
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20 民視電視股份有限公司総監 黄 珮珊 

21 (株)ﾌｧｰｽﾄｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ営業部 久保 映矩 

22 神果神戸青果執行役員部長 義則 純生 

23 (株)電通東日本所長 庄子 俊郎 

24 (株)電通東日本専任部長 鶴宮 敦 

25 (株)富島商事代表取締役 島崎 健治 

26 (株)富島商事 王 婷 

27 東海海運(株)係長 清水 信昭 

28 東海海運(株) 治尾 泰之 

番号 所   属 氏   名 

29 (株)ﾍﾟｶﾞｻｽｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴｸｽﾌﾟﾚｽ営

業部長 

谷 忠雄 

30 (株)ﾍﾟｶﾞｻｽｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴｸｽﾌﾟﾚｽ 

課長代理 

田中 康之 

 

31 

＜チャレンジャー等＞ 

JA 青森りんご部部長 

 

雪田 真人 

32 JA 相馬村販売課次長 三上 悟行 

33 JA 津軽みらいりんご課部長 工藤 尚人 

34 JA 津軽みらいりんご課係長 工藤 貢 

35 JA つがる弘前りんご課係長 本間 健 

36 JA ごしょつがる野菜果実課

課長 

新谷 馨 

37 JA つがるにしきた つがる

統括支店営農経済課 

工藤 仁広 

38 JA 八戸営農部指導課副調査

役 

工藤 史法 

39 中南地域県民局主幹  今  修    

40 西北地域県民局総括主幹 久保 敬雄 

41 りんごチャレンジャー 前田 智之 

42 りんごチャレンジャー 岩渕 聖 

43 りんごチャレンジャー 吹田 満 

44 りんごチャレンジャー 大湯 長 

45 りんごチャレンジャー 赤石 淳市 

46 りんごチャレンジャー 佐藤 修司 

47 りんごチャレンジャー 小山内 和好 

48 りんごチャレンジャー 瀬戸 倫也 

 

49 

＜会員＞ 

青森県りんご輸出協会理事長 

 

太田 一民 

50 青森県りんご輸出協会専務 丹代 金一 

51 青森県りんご輸出協会常務 北山 敏光 
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52 青森県りんご輸出協会理事 鍛 恒雄 

53 青森県りんご輸出協会理事 白藤 孝仁 

54 青森県りんご輸出協会理事 葛西 綾子 

55 (有)ヤマエ商事代表取締役会

長 

佐々木 榮一 

56 ナカショウ代表取締役 長尾 清秀 

57 (有)竹谷商店代表取締役 竹谷 保 

58 全農あおもりりんご部部長 黒滝 英樹 

59 全農あおもりりんご部課長 笹森 俊充 

60 キタエアップル常務取締役 竹林 幸雄 

61 アップルｋ代表 佐々木 自子 

62 アップルｋ 佐々木 基帆 

63 アップルｋ会長 工藤 ケイ 

64 (株)三印白藤商店仕入製造部

長 

白藤 功太郎 

65 マルタカ物産代表常務取締役 高木 健太郎 

66 ﾔﾏﾀﾐ太田りんご移出専務取締

役 

太田 雅晴 

67 丹代青果(株)取締役専務 丹代 雄介 
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別添資料 ２０１４年産りんごの生産状況について 

 

１ りんごの生育ステージ 

  ４月下旬から気温が平年より高く推移したため、りんごの開花日は平年より２

～３日早まりました。 

  表１ りんごの生育ステージ             りんご研究所（黒石市） 

品 種 年 次 発芽日 開花日 満開日 落花日 
 本 年 4月 5日 5月 6日 5月11日 5月14日 

ふ じ 平 年 4月 9日 5月 8日 5月14日 5月18日 

 平年差 早4日 早2日 早3日 早4日 
 本 年 4月 4日 5月 5日 5月10日 5月14日 

つがる 平 年 4月 8日 5月 8日 5月13日 5月18日 

 平年差 早4日 早3日 早3日 早4日 
 本 年 4月 3日 5月 5日 5月10日 5月14日 

ジョナゴールド 平 年 4月 6日 5月 7日 5月13日 5月17日 

 平年差 早3日 早2日 早3日 早3日 
 本 年 4月 4日 5月 3日 5月 9日 5月13日 

王 林 平 年 4月 8日 5月 6日 5月12日 5月16日 

 平年差 早4日 早3日 早3日 早3日 

注）平年値：1991 年から 2010 年までの 20 か年平均。 

 

２ 果実の肥大状況 

開花が平年より早く、その後も大きな自然災害がなく天候に恵まれたため、 

９月１日の調査では、横径の平年比が１０２～１０６％と平年をやや上回ってい

ます。 

  表２ りんご果実肥大経過（横径）                りんご研究所（黒石市） 
品 種 

 

調査日 

 

本 年 

（cm） 

平 年 

（cm） 

前 年 

（cm） 

平年比 

（％） 

前年比 

（％） 

 6月 1日 1.9 1.4 0.8 136 238 

ふ じ 7月 1日 4.4 4.0 3.6 110 122 

 8月 1日 6.2 6.0 6.1 103 102 

 9月 1日 7.9 7.5 7.7 105 103 

 6月 1日 2.1 1.6 1.0 131 210 

つがる 7月 1日 4.9 4.4 3.9 111 126 

 8月 1日 7.1 6.9 6.7 103 106 

 9月 1日 8.5 8.3 8.3 102 102 

 6月 1日 2.3 1.7 1.0 135 230 

ジョナゴールド 7月 1日 5.2 4.5 4.0 116 130 

 8月 1日 7.2 6.8 6.6 106 109 

 9月 1日 8.6 8.1 8.1 106 106 

注）平年値：1991 年～2010 年の 20 か年平均。 

ただし‘ふじ’及び‘ジョナゴールド’は 1991 年を除く 19 か年平均。 
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３ ２０１４年産りんごの予想収穫量 

２０１４年産りんごは、一部で霜やカラマツ（不受精花や不稔花）による影響

が見られたものの、全般に十分な着果量となっており、果実肥大は、平年をやや

上回っています。 

２０１４年産りんごの予想収穫量は、前年収穫量を４万２,０００トン上回る４

５万４,０００トンが見込まれています。 

 

  表３ ２０１４年産りんごの予想収穫量（２０１４年８月１日現在） 

 

品   種 

結果樹面積 

（ha） 

予想収穫量 

（ｔ） 

前年収穫量 

（ｔ） 

前年収穫量 

との差(ｔ) 

前年対比 

(％) 

つ が る 

ｼﾞｮﾅｺﾞｰﾙﾄﾞ 

王   林 

ふ   じ 

そ の 他 

2,290 

     2,060 

     2,200 

     9,770 

     3,680 

49,200 

43,700 

47,500 

219,800 

  93,800 

45,500 

41,400 

46,900 

204,800 

  73,400 

 +3,700 

+2,300 

+600 

+15,000 

+20,400 

108 

106 

101 

107 

128 

  計      20,000 454,000 412,000 +42,000 110 

注）１ 結果樹面積は、県りんご果樹課推定値 

２ 前年収穫量は、国公表の実績値 

    ３ 前年対比は、前年収穫量に対する比率 

 

４ 病害虫の発生状況等 

病害虫の発生は、全般に少ない状況です。 

台湾向け輸出りんごについては、選果こん包登録施設事業者に対し、モモシン

クイガ被害果実の排除の徹底等に関する研修会を開催したほか、台湾の農薬残留

基準値の設定状況について、県ホームページへ掲載し、広く周知に努めています。  
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台湾へのりんご輸出拡大に向けた青森県の取組について 
 

１ 輸出の目標と現状 

  青森県では、青森りんごの輸出目標数量３０,０００トンを掲げて、台湾をはじ

めとする東アジアや経済成長著しい東南アジアを対象に輸出拡大に取り組んでい

ます。 

  その中で最も重要な輸出先に位置づけているのが台湾であり、全輸出量の約９

０％が台湾向けとなっています。 

 

（１）台湾へのりんご輸出目標と実績 

年産 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 

目標数量(ﾄﾝ) － － － 20,600 21,680 22,760 23,840 

実績数量(ﾄﾝ) 23,878 20,498 21,656 15,912 8,459 13,214 16,545 

達成割合（％） － － － 77 39 58 69 

    

台湾がＷＴＯに加盟した２００２年以降、台湾へのりんごの輸出は順調に伸び、

２００６年産から２００９年産までの４年間は、連続して２万トンを超えまし

た。 

   しかし､２０１０～２０１２年産の輸出量は､円高や東日本大震災の影響等に

より減少し、特に、２０１１年産では不作に伴う産地価格の高騰もあって激減

しました。 

２０１３年産は、台湾の販売関係者の皆様の御協力によって１万６,５４５ト

ンまで回復しましたが、まだ十分とは言えない状況です。 

 

（２）今年産りんごの台湾への輸出希望数量 

２０１４年産輸出希望数量 ２万５,０００トン以上 

    ２０１４年産のりんごは、前年を上回り平年並みの生産量を確保できる見通

しです。青森県では、今後の生産管理に万全を期して、高品質・良食味なりん

ごを皆様に供給したいと考えています。 

   本年産の輸出量が２万５,０００トン以上になるよう御協力をお願いします。 

 
  ＜品種別希望割合＞ 

品 種 サンふじ ふ じ ト キ 王 林 世界一 その他 
 

 割 合 
 

 

  ５０％ 
 

 

  ３０％ 
 

 

    ５％ 
 

 

   ５％ 
 

 

    ５％ 
 

 

   ５％ 
 

   本年産も「ふじ」を中心にしながら「トキ」や「王林」など黄色りんごも一

定量輸出したいと考えています。 
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２ 台湾への輸出対策 

  台湾の皆様に安全・安心、高品質で美味しい青森りんごを提供するため、青森

県では関係者一同力を合わせて次の対策に取り組んでいます。 

 

（１）生産・流通対策 

  ①農薬の適正使用により、病害虫の防除を徹底します。 

  ②黄色品種については「カラーチャート」の利用による適期収穫を徹底します。 

③炭酸ガス障害（褐変）防止対策に取り組みます。 

 

（２）輸出拡大対策 

  ①生産者等の輸出を目指した生産への意識を醸成し､高品質で良食味な生産に

より青森りんごの競争力を強化します。 

②台湾の販売関係者の産地招へいや産地情報の発信により、台湾側関係者との

信頼関係を強化します。 

 

実施時期 内 容 

2014 年 10 月 

〇台湾販売関係者の産地招へい 

 県りんご輸出協会が設立した「台湾青森りんご友の会」の台

湾の販売関係者を招へいし、産地視察や関係者・生産者との意

見交換会を実施 

2014 年 12 月 

〇台湾での販売状況調査・意見交換会 

 生産者・農協等が台湾における店頭販売や市場調査を通じて

販売状況を把握するとともに、台湾の販売関係者との意見交換

会を実施 

〇知事トップセールス 

 青森りんごキャンペーンにおける台湾のスーパーマーケット

等での試食宣伝販売や台北国際マラソン等でのＰＲ 

2015 年 2 月 

〇輸出対策の検討 

  台湾における販売状況調査や意見交換会を踏まえ、今後の輸出

対策を検討 

2014 年 9 月 

～ 

2015 年 3 月 

〇産地情報の発信 

「台湾青森りんご友の会」の輸入業者等を通じて、台湾の販

売関係者にメールマガジン等により産地情報を提供 


